
 

 

 

 

１．科目名（単位数） 福祉科指導法 （4 単位） 

３．科目番号 SSMP3441 

２．授業担当教員 大門 俊樹 

４．授業形態 講義、演習 ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

高等学校福祉科の主旨、目標、科目構成と内容についての理解を図る。また、問題演習などを通して、福

祉科の授業を行う上で必要な社会福祉の基礎的・専門的知識や技術についても整理する。さらに、受講生
全員が模擬授業をつくりあげることにより、福祉科教員としての基礎を確立することを目指す。 

８．学習目標 

1. 高校福祉科の設置経緯と位置づけについて理解し説明できるようになる。 

２．福祉科の教育目標と教育内容について理解し説明できるようになる。 
３．各科目（新教育課程９科目）に関して理解し説明できるようになる。 
４．教材研究と指導案作成について理解し、模擬授業の計画に備え発表できるようになる。 

５．授業展開例と授業評価について理解し説明できるようになる。 
６．模擬授業を計画し、実際に全員が授業を行い、福祉科教育実習の準備の第一歩とする。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

教育実習に備えるために、1時間分の学習指導案を作成し提出するとともに、全員が模擬授業を体験す
る。その後、一人ひとりの授業についての振り返りを行った後、添削をした学習指導案を返却し、教育実
習に生かしていく。 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】 
村川浩一他『（H25 新課程）社会福祉基礎』実教出 
【参考書】 

文部科学省『高等学校学習指導要領解説 福祉編』海文堂出版 
東京福祉大学編『教職科目要説』ミネルヴァ書房 
【参考資料】 

高等学校学習指導要領（平成 29 年 3月告示 文部科学省） 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１．高校福祉科の設置経緯と位置づけについて理解し説明できるようになる。 
２．福祉科の教育目標と教育内容について理解し説明できるようになる。 
３．各科目（新教育課程９科目）に関して理解し説明できるようになる。 

４．教材研究と指導案作成について理解し、模擬授業の計画に備え発表できるようになる。 
５．授業展開例と授業評価について理解し説明できるようになる。 
６．模擬授業を計画し、実際に全員が授業を行い、福祉科教育実習の準備の第一歩とする。 

○評定の方法 

学習指導案              ５０％ 
授業内で行う模擬授業準備・発表活動等 ３０％ 

授業態度・レポート等の提出物     ２０％ 
学校での授業補助・行事参加等の教育ボランティア活動を行った場合は、評価し加算する。 

12．受講生への 

メッセージ 

１．欠席・遅刻・早退をしないこと。 

２．授業中は携帯電話や PHS 等の電源は切り、私語・居眠りは慎み、常に緊張感と集中力を保つこと。 
３．授業態度が悪いと判断された際は、厳格な指導を行う。指導後も改善が見られないときは、Ｆ評価と

する。 

４．授業での積極的な取り組みを評価するので、グループディスカッションや意見の発表時には間違いを
恐れず、恥ずかしがらずに前へ出ること。 

５．授業中に指示された課題の提出期限は守ること。 

６．この授業では、全員が福祉科の模擬授業を行う。受講生の中には福祉科で教育実習を行わない学生も
いると考えられるが、福祉科指導法の履修には必須といえるため、積極的に取り組むこと。 

13．オフィスアワー 最初の授業で発表する。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 授業ガイダンス、基礎力診断テスト、高校福祉科
の設置経緯とねらい１ 

事前学習 自分がなぜ福祉科教員免許を取得するのか、よく考え
て授業に臨む。 

事後学習 福祉教育の類型をまとめ、理解する。 

第２回 高校福祉科の設置経緯とねらい２ 

事前学習 高校福祉科の教育目標をチェックし、理解する。 

事後学習 教科「福祉」が登場した時代背景について理解し、ま
とめる。 

第３回 高校福祉科の教育目標と科目編成 
事前学習 高校福祉科の科目編成をチェックし、理解する。 

事後学習 高等学校の教育目標を確認し、理解する。 

第４回 学習指導要領総説、教育評価（福祉科の学習評価
の考え方を理解する） 

事前学習 学習指導要領を読んだうえで授業に臨む。 

事後学習 学習指導要領と福祉科について整理するとともに、福
祉科の教育目標を再確認する。 

第５回 
福祉科の各科目１（社会福祉基礎１） 

 社会福祉の理念と意義、人間関係とコミュニケ
ーション 

事前学習 学習指導要領の社会福祉基礎の内容を読んだうえで
授業に臨む。 

事後学習 社会福祉基礎の予習用教材を作成する。 

第６回 福祉科の各科目１（社会福祉基礎２） 事前学習 学習指導要領の社会福祉基礎の内容を読んだうえで
授業に臨む。 



 

 

 

 社会福祉思想の流れと福祉社会への展望、生活
を支える社会保障制度 

事後学習 社会福祉基礎の授業用教材を作成する。 

第７回 
福祉科の各科目２（介護福祉基礎１） 

 介護の意義と役割、介護福祉の担い手 

事前学習 学習指導要領における介護福祉基礎の内容を読んだ
うえで授業に臨む。 

事後学習 介護福祉基礎の授業用教材を作成する。 

第８回 
福祉科の各科目２（社会福祉基礎２） 

 介護を必要とする人の理解と介護、介護におけ
る安全確保と危機管理 

事前学習 学習指導要領における介護福祉基礎の内容を読んだ
うえで授業に臨む。 

事後学習 介護福祉基礎の復習用教材を作成する。 

第９回 
福祉科の各科目３（コミュニケーション技術１） 

 介護におけるコミュニケーション 

事前学習 学習指導要領におけるコミュニケーション技術の内
容を読んだうえで授業に臨む。 

事後学習 コミュニケーション技術の予習用教材を作成する。 

第１０回 
福祉科の各科目３（コミュニケーション技術２） 

 サービス利用者や家族とのコミュニケーショ
ン、介護におけるチームのコミュニケーション 

事前学習 学習指導要領におけるコミュニケーション技術の内
容を読んだうえで授業に臨む。 

事後学習 コミュニケーション技術の授業用教材を作成する。 

第１１回 福祉科の各科目４（生活支援技術） 

事前学習 学習指導要領における生活支援技術の内容を読んだ
うえで授業に臨む。 

事後学習 コミュニケーション技術の復習用教材を作成する。 

第１２回 福祉科の各科目５（介護過程） 
事前学習 学習指導要領における介護過程の内容を読んだうえ

で授業に臨む。 

事後学習 介護過程の授業用教材を作成する。 

第１３回 福祉科の各科目６（介護総合演習） 

事前学習 学習指導要領における介護総合演習の内容を読んだ
うえで授業に臨む。 

事後学習 介護総合演習の授業用教材を作成する。 

第１４回 福祉科の各科目７（介護実習） 

事前学習 学習指導要領における介護実習の内容を読んだうえ
で授業に臨む。 

事後学習 介護実習の授業用教材を作成する。 

第１５回 福祉科の各科目８（こころとからだの理解） 
事前学習 学習指導要領におけるこころとからだの理解を読ん

だうえで授業に臨む。 

事後学習 こころとからだの理解の授業用教材を作成する。 

第１６回 
福祉科の各科目９（福祉情報活用） 

 福祉科授業における情報機器活用についても考
える。 

事前学習 学習指導要領における福祉情報活用を読んだうえで
授業に臨む。 

事後学習 福祉情報活用の授業用教材を作成する。 

第１７回 指導計画の作成 

事前学習 学習指導計画とは何なのかについて理解し、授業に臨
む。 

事後学習 学習指導案の項目をまとめる。 

第１８回 模擬授業で扱う単元の決定 

事前学習 模擬授業で扱う単元を決定する。 

事後学習 模擬授業の指導案のテーマ・目標を設定する 

第１９回 
模擬授業準備 

 過去の模擬授業映像を視聴し、分析しながら、
自分の授業に生かしていく。 

事前学習 模擬授業の指導案を作成する（１）。 

事後学習 模擬授業の指導案を作成する（２）。 

第２０回 
模擬授業準備 

 単元名、単元の目標、設定の理由について考え
る。 

事前学習 模擬授業の指導案を作成する（３）。 

事後学習 模擬授業の指導案を作成する（４）。 

第２１回 

模擬授業準備 

 本時の指導（主題・目標・指導過程）について考
える。学習評価の考え方を理解し、本時の評価に
ついて考える。 

事前学習 模擬授業用の教材を作成する（５）。 

事後学習 模擬授業用の教材を作成する（６）。 

第２２回 

模擬授業準備 

 プリント教材（予習用教材、授業用教材。復習
用教材など）を作成する。情報機器を活用した授
業設計についても検討する。 

事前学習 模擬授業用の教材を作成する（１）。 

事後学習 模擬授業用の教材を作成する（２）。 

第２３回 
模擬授業準備 

 授業の進め方、発問の仕方などについて練習す
る。 

事前学習 模擬授業の指導案に基づき練習する（１）。 

事後学習 模擬授業の指導案に基づき練習する（２）。 

第２４回 
模擬授業準備 

 板書の仕方、映像教材導入・操作の仕方などに
ついて練習する。  

事前学習 模擬授業の指導案に基づき練習する（３）。 

事後学習 模擬授業の指導案に基づき練習する（４）。 

第２５回 模擬授業 事前学習 模擬授業の指導案に基づき練習する（５）。 



 

 

 授業時の声量、姿勢、視線などに着目して、 事後学習 模擬授業チェック表を見て、自分の授業の反省点を明
らかにする（１）。 

第２６回 
模擬授業 

 授業時の発問、グループディスカッションなど
に着目して 

事前学習 模擬授業の指導案に基づき練習する（６）。 

事後学習 模擬授業チェック表を見て、自分の授業の反省点を明
らかにする（２）。 

第２７回 
模擬授業 

 授業時の板書内容、プリント教材、映像教材の
内容などに着目して 

事前学習 模擬授業の指導案に基づき練習する（７）。 

事後学習 模擬授業チェック表を見て、自分の授業の反省点を明
らかにする（３）。 

第２８回 
模擬授業 

 授業の全体内容に着目して 

事前学習 模擬授業の指導案に基づき練習する（８）。 

事後学習 模擬授業チェック表を見て、自分の授業の反省点を明
らかにする（４）。 

第２９回 

まとめ１（全員の模擬授業に対する講評） 

 模擬授業の映像を見ながら、授業時の声量、姿
勢、視線など、授業全体について授業者が振り返
った後、担当教員が好評をする。 

事前学習 自分の模擬授業について、反省点を再度明らかにする
（１）。 

事後学習 模擬授業に対する講評を聞いて、自分に取り入れるべ
きところを明らかにする（１）。 

第３０回 

まとめ２（全員の模擬授業に対する講評） 
 提出された学習指導案、プリント教材などを見
ながら、授業内容の詳細について、受講生と担当
教員で詳細な検討を行い、教育実習に生かしてい
く。 

事前学習 
自分の模擬授業について、反省点を再度明らかにする
（２）。 

事後学習 
模擬授業に対する講評を聞いて、自分に取り入れるべ
きところを明らかにする（２）。 

 


